






























































謝辞
本発表の研究は、経済産業省未来開拓研究プロジェクト「産業技術研究開発（⾰新
的触媒による化学品製造プロセス技術開発プロジェクト）」（2012〜2013）およ
び「有機ケイ素機能性化学品製造プロセス技術開発）」と国⽴研究開発法⼈ 新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)「有機ケイ素機能性化学品製造プロセス技術
開発」（2014〜2021）の⼀環として⾏われた。

21





























































23

2 40

10

20

反応回数

6 8 10

収
率

/ %

触媒を担持した
ガラス容器
触媒を担持した
ガラス容器

触媒担持ガラス容器の
繰り返し使用状況
触媒担持ガラス容器の
繰り返し使用状況

ガラス容器触媒への展開

24

60

40

20

0

含
有
率

/ %

80

100

10 20 4030

生成物含有率の時間変化

反応時間 / h
50

1

2

基質 生成物

カラム：Φ5.0 mm, 100 mm
流速：0.05 mL / min

+Ph2SiH2 5 5
HPh2Si

5
+

1 2

SiPh2H

5.4 mmol 5.4 mmol

Si-Co(tpy)Br2 / H2O

100 ℃, under N2

KOPv

フローリアクターへの展開









31

本発表の研究は、経済産業省未来開拓
研究プロジェクト「産業技術研究開発（革
新的触媒による化学品製造プロセス技
術開発プロジェクト）」（2012～2013）
および国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

「有機ケイ素機能性化学品製造プロセス
技術開発」（2014～2021）の一環として
行われた。

謝 辞

32

本研究により

ヒドロシリル化反応に対して

錯体触媒の固定化技術の開発

ヒドロシリル化以外の反応への応用

有用な卑金属錯体触媒を開発

特殊なヒドロシリル化以外の反応への応用

各種相談に応じます

























































































































クロスカップリング反応によるポリシロキサンの合成

ルイス酸(B(C6F5)3)触媒を用いたクロスカップリング反応

官能基交換

共縮合

配列の乱れ

〈問題点〉副反応として官能基交換反応が進行

従来のクロスカップリング反応ではモノマー配列の制御は困難

S. Rubinsztajn et al., Polymer Prepr., 45, 635 (2004).
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クロスカップリング反応によるポリシロキサンの合成

BiCl3≡Si-O-tBu +  Cl-Si’≡ ≡Si-O-Si’≡ +  tBuCl

ルイス酸(BiCl3)触媒を用いたクロスカップリング反応

R. Wakabayashi et al., Angew. Chem. Int. Ed., 49, 5273 (2010).

副反応として官能基交換が競合し、モノマー配列の制御は困難（側鎖有機基の
電子求引性や立体障害では抑制できず)

官能基交換を積極的に利用することでアルコキシクロロシラン類の
選択的合成が可能（特願2014-192789. Chem. Asian. J. (2016)）
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